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‣高活性・高選択性により「より経済的な」「より環境にやさしい」プロセスが実現可能です。
‣80製品を超える配位子・触媒を試薬レベル※から工業スケールまでご提供いたします。

‣触媒開発30年以上の実績に基づく技術サポートでスケールアップをお手伝いいたします。
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上記以外の配位子・触媒も豊富に取り扱っております。詳細に関しましては「高砂触媒」で検索を。

※試薬スケールにつきましては、 Strem Chemicals Inc.、 Sigma-Aldrich Co. LLC.、東京化成工業株式会社よりご購入いただけます。

高砂触媒 が「効率的」「実用的」なプロセスの実現をサポート！

Ru-MACHO®
エステルの水素化還元

DENEB®
ケトン選択的不斉水素移動

RUCY®
ケトン選択的不斉水素化

BRIDP®
触媒的カップリング

RUCY®、DENEB®、Ru-MACHO®、BRIDP®は高砂香料工業株式会社の登録商標です。

• 従来の常識を超える活性の高さ
・ 高圧設備不要で不斉水素化並みの触媒活性
・ 触媒使用量 0.0033 mol%~ (S/C=30,000~)

• 幅広いケトン基質で高収率、高光学収率
アリールアルキルケトン、アリールアリールケトン、α-置換ケトン

• DKRで二つの不斉点を制御可能

超高活性不斉水素移動触媒
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>99% yield
95% ee

>99% ee
syn/anti=15/85

DENEB®

(R,R)-Ts-DENEB® (S,S)-Ts-DENEB® (X=Ts)

(R,R)-Ms-DENEB® (S,S)-Ms-DENEB® (X=Ms)

99% yield
98% ee

シリーズ

>99% ee
syn/anti=99/1



－ 1 －

京都テルサまでのご案内 
〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町 70 番地 TEL:075-692-3400 FAX:075-692-3402 

京都テルサ 

京都市南区東九条下殿田町 70 番地（新町通り九条下ル） 

京都府民総合交流プラザ内 地下駐車場１８０台(有料) 

oＪＲ京都駅(八条口西口)より南へ徒歩約１５分 

o 近鉄東寺駅より東へ徒歩約５分 

o 地下鉄九条駅④番出口より西へ徒歩約５分 

o 市バス九条車庫南へすぐ 

o 名神京都南インターより国道１号北行き市内方面へ 

   九条通を東へ、九条新町交差点を南へ 

南北自由通路 

（２Ｆ） 
ＪＲ京都駅 

ﾎﾃﾙｲﾋﾞｽｽﾀｲﾙｽﾞ京都 

ｶﾗｵｹ 

★ 八条西口 

タクシーのりば 

京都駅南側略図 

（新幹線） 

室町通 

大型バスが駐車可能な屋外有料駐車場がございます。（予約優先） 
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京都テルサ館内のご案内
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日本プロセス化学会

2019 ウインターシンポジウム　プログラム

12 月 6 日（金）
第一部（10:00 ～ 12:40）　
日本プロセス化学会特別企画『プロセス化学の最前線：基礎から実践まで』
■ 10:00 ～ 10:05	 開会の辞	 佐治木　弘尚 （日本プロセス化学会会長／岐阜薬科大学）

■ 10:05 ～ 10:45		  座長：蓮　芳文（第一三共）

　（特別講演 1）	 原薬の製造法開発において見出された課題と、課題克服に向けたチャレンジ
	 	 �青山　恭規 （日本プロセス化学会理事／

	 	 　　　　　   塩野義製薬株式会社 CMC研究本部 製薬研究所長） 	

■ 10:45 ～ 11:25		  座長：大原　孝文（塩野義製薬）

　（特別講演２）	 プロセス化学　一度やったらやめられない
	 	 田上　克也（日本プロセス化学会理事／

	 	 　　　　　　エーザイ株式会社 ファーマシューティカル・サイエンス＆

	 	 　　　　　　テクノロジー機能ユニット プレジデント）

■ 11:40 ～ 12:40	 ランチョン座談会 ( 昼食付 )

第二部（13:00 ～ 17:20）
日本プロセス化学会 2019 ウインターシンポジウム
■ 13:00 ～ 13:05	 開会の辞	 竹本　佳司（京都大学）

■ 13:05 ～ 13:40
　（招待講演 1）	 反応開発を基軸とするタンパク質化学修飾
	 	 金井 求（東京大学）	 座長：赤井　周司（大阪大学）

■ 13:40 ～ 14:15
　（招待講演 2）	 プロセス化学の生存戦略、2030 年連続生産実装へのロードマップ
	 	 齊藤　隆夫（高砂ケミカル）	 座長：川崎　昭彦（ナードケミカルズ）

■ 14:15 ～ 14:50
　（招待講演 3）	 反応経路自動探索を用いる触媒反応の機構解明と機械学習による効率的解析
	 	 畑中　美穂（奈良先端科学技術大学院大学）	 座長：竹本　佳司（京都大学）

■ 14:50 ～ 15:05	 休憩
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■ 15:05 ～ 15:20	 2019 JSPC 優秀賞授賞式　	
■ 15:20 ～ 15:35	 2019 JSPC 優秀賞受賞講演	 座長：稲葉　隆之 （日本たばこ産業）

　（JSPC 優秀賞 1）	 DENEB®触媒を用いた不斉水素移動反応を鍵反応とする
		  セラミドの連続フロー製造への取組み
	 	 ○桑名　雅宏 1,2，峠　太一郎 1，駒月　康浩 1，田中　茂 1，奈良　秀樹 1，

	 	 松村　和彦 1，佐用　昇 1，橿渕　佳靖 2，齊藤　隆夫 2（1 高砂香料工業，

	 	 2 高砂ケミカル） 

■ 15:35 ～ 15:50
　（JSPC 優秀賞 2）	 迅速な臨床導入に向けた E2212 原薬の効率的製法の開発	 	

	 	 ○磯村　峰孝，中村　太樹，田上　克也（エーザイ）

■ 15:50 ～ 16:05
　（JSPC 優秀賞 3）	 遷移金属フリーでのアセチルアレーン及びアルカンの
		  脱アセチル型アミノ化反応
	 	 ○兵藤　憲吾 1，長谷川　源和 2，内田　欣吾 2（1 近畿大学理工学部，

	 	 2 龍谷大学理工学部）

■ 16:05 ～ 16:40
　（招待講演 4）	 抗インフルエンザ薬 バロキサビル マルボキシルのプロセスの開発
	 	 福井　伸明（塩野義製薬）	 座長：村瀬　徳晃（大正製薬）

■ 16:40 ～ 17:15
　（招待講演 5）	 人工タンパク質創製のためのタンパク質チオエステル調製法の開発
	 	 大髙　章（徳島大学）	 座長：高橋　大輔（味の素）

■ 17:15 ～ 17:20	 閉会の辞	 稲葉　隆之（日本たばこ産業）

■ 18:20 ～ 19:45	 情報交換会

	 	 ※�会場設営準備の間（17:30 ～ 18:20）、レストラン朱雀（東館・１階）

	 	 　にて飲み物をご用意しております。　
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講演者プロフィール

	 特別講演１	 青山　恭規 	 ( 日本プロセス化学会理事／
	 	 	  塩野義製薬株式会社 
	 	 	  CMC 研究本部 製薬研究所長 )

	 特別講演２	 田上　克也	 （日本プロセス化学会理事／
	 	 	  エーザイ株式会社 
	 	 	 ファーマシューティカル・サイエンス
	 	 	 ＆テクノロジー機能ユニット プレジデ
	 	 	 ント）

	 招待講演１	 金井　求	 （東京大学）

	 招待講演２	 齊藤　隆夫	 （高砂ケミカル）

	 招待講演３	 畑中　美穂	 （奈良先端科学技術大学院大学）

	 招待講演４	 福井　伸明	 （塩野義製薬）

	 招待講演５	 大髙　章	 （徳島大学）	

	 ＪＳＰＣ優秀賞１	 桑名　雅宏	 （高砂香料工業、高砂ケミカル）	

	 ＪＳＰＣ優秀賞２	 磯村　峰孝	 （エーザイ）

	 ＪＳＰＣ優秀賞３	 兵藤　憲吾	 （近畿大学）
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青山 恭規 Yasunori Aoyama 

塩野義製薬株式会社 CMC 研究本部 製薬研究所長 
 
 
 
【略歴】 
1992 年 京都大学工学部合成化学科卒業 

1995 年 京都大学大学院工学系研究科合成・生物化学専攻修士課程修了 

1995 年 塩野義製薬株式会社入社（創薬第一研究所配属） 

2002 年  工学博士取得（京都大学） 

2002-2003年  Pittsburgh大学化学科客員研究員（Peter Wipf教授）     

2004-2007年  製薬研究部（現在の製薬研究所） 

2008-2010年 CMC開発研究所（CMC企画業務） 

2011-2015年 製薬研究センター グループ長（現在の製薬研究所） 

2016-2017年 創薬化学研究所 部門長 

2018 年から現職 

 

【受賞歴】 

2017 年 有機合成化学協会賞（技術的） 
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田上 克也 Katsuya Tagami 

エーザイ（株）ファーマシューティカル・サイエンス 
＆テクノロジー機能ユニット プレジデント 
 
 
 
【略歴】 
1984 年 東北大学工学部応用化学科卒業（橋本春吉教授） 
1986 年 東北大学大学院工学研究科博士課程前期修了（非水溶液化学研究所 宇田尚教授） 
1986 年 エーザイ（株）筑波研究所 探索合成部門（消化器、炎症・アレルギー） 

1992 年 ハーバード大学化学科（岸義人教授） 

1994 年 エーザイ（株）筑波研究所 探索合成部門（免疫、炎症・アレルギー） 

1996 年 エーザイ（株）プロセスケミストリー研究所 筑波研究室 

1999 年 東北大学大学院工学研究科博士課程後期（社会人 Dr コース）修了（反応化学研究

研 加藤紀元教授） 
2007 年 エーザイ（株）原薬研究所 プロセス化学鹿島研究室 室長 

2009 年 エーザイ（株）ファーマシューティカル・サイエンス＆テクノロジー機能ユニット 

原薬研究部 部長 

2017 年 現職 

 
【受賞歴】 
2013 年 日本薬学会 創薬科学賞「新規乳がん治療薬エリブリンの創製」 
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金井 求 Motomu Kanai 

東京大学 大学院薬学系研究科 教授 
 
 
 
【略歴】 
1989 年 東京大学薬学部製薬化学科薬品製造化学教室卒業（古賀憲司教授） 
1989 年 東京大学大学院薬学系研究科薬品製造化学教室進学（古賀憲司教授） 
1991 年 東京大学大学院薬学系研究科修士課程修了（古賀憲司教授） 
1991 年 東京大学大学院薬学系研究科博士課程進学（古賀憲司教授） 
1992 年 東京大学大学院薬学系研究科博士課程中退 
1992 年 大阪大学産業科学研究所助手（富岡清教授） 
1995 年 博士（理学）（大阪大学産業科学研究所（富岡清教授）） 
1996 年 博士研究員（University of Wisconsin  (Professor Laura L. Kiessling)) 
1997 年 東京大学大学院薬学系研究科助手（柴崎正勝教授） 
2000 年 東京大学大学院薬学系研究科講師（柴崎正勝教授） 
2001 年 さきがけ「合成と制御」研究代表者（2004 年 3 月まで、村井眞二研究総括） 
2003 年 東京大学大学院薬学系研究科助教授（柴崎正勝教授） 
2010 年 東京大学大学院薬学系研究科教授 
2011 年 ERATO 金井触媒分子生命プロジェクト研究総括（2017 年 3 月まで） 
2017 年 新学術領域研究・ハイブリッド触媒 領域代表（2022 年 3 月まで） 
 
【受賞歴】 
2000 年 ファイザー研究企画賞 

2001 年 日本薬学会奨励賞 

2003 年 Thieme Journals Award 
2005 年 Merck-Banyu Lectureship Award  
2008 年 Asian Core Program Lectureship Award from Thailand 
2010 年 Asian Core Program Lectureship Award from China 
2010 年 Asian Core Program Lectureship Award from Malaysia 
2011 年 Novartis Lecturer in Organic Chemistry, University of Illinois 
2016 年 トムソン・ロイター第 4 回リサーチフロントアワード 
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齊藤 隆夫 Takao Saito 

株式会社高砂ケミカル 会長 
高砂香料工業株式会社 フェロー 
株式会社 iFactory 代表取締役 
 
【略歴】 
1985 年 明治薬科大学 薬学研究科修士卒（生薬学）、薬剤師 

1985 年 高砂香料工業株式会社入社・総合研究所配属（名大・野依グループと共同研究） 
1989 年～1991 年 大阪大学基礎工学部（村橋研究室） 受託研究員 

1996 年  大阪大学より博士（工学）を授与 

2001 年  高砂香料工業株式会社・ファインケミカル研究所・部長     

2006 年  高砂香料工業株式会社・ファインケミカル事業本部長・執行役員 

2015 年 高砂ケミカル・専務取締役 技術開発本部長 

2015 年 高砂ケミカル・代表取締役社長 

2016 年 フロー精密合成コンソーシアム（FlowST）幹事 

2017 年 連続生産社会実装部会（FlowST）・代表 

2017 年 高砂香料工業株式会社フェロー（兼任） 

2018 年 NEDO 戦略的省エネルギー技術革新 PG・技術開発責任者 
2019 年 NEDO 技術委員 
2019 年 株式会社 iFactory・代表取締役 

2019 年 ㈱高砂ケミカル・会長 

 
【受賞歴】 
2002 年 モレキュラーキラリティーアワード受賞 
    「SEGPHOS 触媒の開発を含めた触媒的不斉合成の革新」 

2007 年 Merck’s Suppliers’ Award 受賞 

2007 年 Tetrahedron Most Cited Paper 2004-2007 Award 受賞 
        “Recent Advances in Biaryl-Type Ligands” 
2008 年 Tetrahedron Most Cited Paper 2005-2008 Award 受賞 

2014 年 Eli Lilly’s Global Suppliers’ Award 受賞 

 
 

以上 
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畑中 美穂 Miho Hatanaka 

奈良先端科学技術大学院大学 研究推進機構 研究推進部門 
兼 先端科学技術研究科・ 

データ駆動型サイエンス創造センター 特任准教授 
 
 
 
【略歴】 
2006 年 慶應義塾大学理工学部化学科卒業 
2006 年 慶應義塾大学大学院理工学研究科基礎理工学専攻 修士課程修了入学 

2008 年 慶應義塾大学大学院理工学研究科基礎理工学専攻 修士課程修了修了 

2008 年 慶應義塾大学大学院理工学研究科基礎理工学専攻 後期博士課程修了入学 

2011 年 慶應義塾大学大学院理工学研究科基礎理工学専攻 後期博士課程修了  

博士(理学) 取得 

2011 年 京都大学福井謙一記念研究センター フェロー 

2015 年 近畿大学理工学部理学科化学コース 助教 

2015 年 科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業 さきがけ研究員(兼務) 

2017 年 奈良先端科学技術大学院大学 研究推進機構 研究推進部門 特任准教授 

 

 
【受賞歴】 
2019 年 第 12 回分子科学会奨励賞 

2017 年 第 11 回 PCCP Prize 
 
 



－ 11 －

 

福井 伸明 Nobuaki Fukui 

塩野義製薬株式会社 CMC 研究本部 製薬研究所 
 
 
 
【略歴】 
2007 年 東京理科大学理工学部工業化学科 卒業 
2009 年 東京工業大学大学院理工学研究科化学専攻 博士前期課程 修了 
2012 年  東京工業大学大学院理工学研究科化学専攻 博士後期課程 修了 

博士 (理学) 取得 (指導教員：鈴木啓介 教授) 
 (2011 年 10~12 月 University of Geneva, Visiting student) 

2012 年  塩野義製薬株式会社 入社 (生産技術本部 CMC 技術研究所 製薬研究センター) 
2019 年 4 月より現職 (改組) 
 

【受賞歴】 
2012 年 日本化学会第 92 春季年会学生講演賞 
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大髙 章 Akira Otaka 

徳島大学大学院医歯薬学研究部（薬学系） 教授 
 
 
 
【略歴】 
1984 年 京都大学薬学部卒業（矢島治明教授） 
1986 年 京都大学大学院薬学研究科修士課程修了（矢島治明教授） 
1989 年 京都大学大学院薬学研究科博士後期課程修了（矢島治明教授） 
1989 年  京都大学薬学部助手（藤井信孝教授） 
1995 年  京都大学薬学部助教授（藤井信孝教授） 
1997 年  京都大学大学院薬学研究科助教授（大学院重点化に伴い配置換え） 
2005 年  徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部教授（現 医歯薬学研究部） 
2013 年  徳島大学薬学部長 2017 年 3 月まで 

その間 
1988 年 日本学術振興会特別研究員（1989 年 5 月まで） 
1992 年 National Cancer Institute, NCI, Visiting Fellow（1994 年 10 月まで） 
2015 年 日本薬学会副会頭（平成 29 年 3 月まで） 
 
【受賞歴】 
1996 年  日本ペプチド学会奨励賞（第 1 号）受賞 
1999 年  日本薬学会奨励賞受賞 
2004 年 日本薬学会メディシナルケミストリーシンポジウムポスター賞 
2007 年  日本ケミカルバイオロジー学会 ポスター賞（第 1 号） 
2012 年 平成 23 年度有機合成化学協会企業冠賞 アステラス製薬・生命有機化学賞 
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桑名 雅宏 Masahiro Kuwana 

高砂香料工業株式会社 研究開発本部 
 
 
 
【略歴】 
1994 年 宇都宮大学 工学部 応用化学科 卒業 

1996 年 宇都宮大学大学院 工学研究科 応用化学専攻 博士前期課程修了 

1997 年 株式会社アナン（現 株式会社高砂ケミカル）入社 技術研究部 配属 

2010 年 高砂香料工業株式会社 研究開発本部 配属（現職） 

 
 

 
【受賞歴】 

なし 
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磯村 峰孝 Minetaka Isomura 

エーザイ株式会社 メディスン開発センター 
PST 原薬研究部 プロセス化学筑波研究室 室長 
 
 
【略歴】 
2002 年 東京大学薬学部卒業 

2007 年 東京大学大学院薬学系研究科 博士課程修了（福山 透 教授）  

2007 年 エーザイ株式会社 原薬研究所 プロセス化学鹿島研究室 

2012-2014 年  米国スクリプス研究所 博士研究員(Phil. S. Baran 教授) 

2015 年  エーザイ株式会社 PST 原薬研究部 プロセス化学筑波研究室     

現在に至る 
 
【受賞歴】 
2019 年 JSPC（日本プロセス化学会）優秀賞 
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兵藤 憲吾 Kengo Hyodo 

近畿大学 講師 
 
 
 
【略歴】 
2013 年 名古屋工業大学大学院工学研究科博士後期課程修了（中村 修一 教授） 

2013 年 ドイツ・マックスプランク石炭研究所 博士研究員（Prof. Benjamin List） 

2014 年 龍谷大学理工学部物質化学科 助教（内田 欣吾 教授） 

2019 年  近畿大学理工学部理学科化学コース 講師 

 
【受賞歴】 
2011 年 愛知県若手研究者奨励事業第 5 回「わかしゃち奨励賞」優秀賞 

2012 年 日本化学会第 92 春季年会 学生講演賞 

2015 年 2015 年度有機合成化学協会 カネカ研究企画賞 
2018 年  2018 年度宇部興産学術振興財団 学術奨励賞 
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READ THE SPOTLIGHT ON

http://bit.ly/JSPC0419

The Japanese Society 
for Process Chemistry 
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医薬品原薬のGMP受託製造サービス
Contract Manufacturing Service of APIs

岩手工場の40年に及ぶ豊富な実績
■ 数々の査察経験に基づく最新GMP体制の構築

■ 開発初期から商用生産まで、各段階での製造に対応 （グラム 〜 トン）

■ シアン化反応、接触還元、不⻫合成の基礎技術

積水メディカル株式会社 医薬営業所
〒103-0027 東京都中央区日本橋2-1-3

TEL : 03-3272-0691
Email : toiawaseiyaku@sekisui.com

種類 材質 サイズ

増設設備
（クリーンルーム、ISO 8）

反応缶 導電性GL 3,000L
晶析缶 導電性GL 3,000L
遠心分離機 導電性ETFE 36inch
コニカル乾燥機 導電性GL 2,000L

一般エリア

反応・濃縮・晶析缶 SUS 100 〜 8,000L
GL 100 〜 9,000L

耐圧反応缶 SUS 100 〜 8,000L

遠心分離機
SUS 30 〜 55inch
ETFE 24 〜 55inch
RL 36 〜 55inch

乾燥機
混合乾燥機 SUS 100 〜 3,000L

コニカル乾燥機 SUS 870 〜 3,000L
GL 870 〜 3,000L

クリーンルーム
（ISO 8）

濃縮・晶析缶 GL 500 〜 3,000L
SUS 500 〜 3,000L

遠心分離機 ETFE 36B
RL 48B

乾燥機

コニカル乾燥機 GL 300 〜 1,500L

振動流動乾燥機 ETFE 65L
SUS 240L

ろ過乾燥機 SUS 2,100L
粉砕機 ジェットミル、ピンミル、他 SUS 5 〜 150kg/h

医薬品原薬生産能⼒
増強を図るため
新製造棟を増設
（2018年7月竣工）

製造、精製、粉砕 一貫対応

【特殊設備】 電気透析機、RO膜装置、酵素反応缶 etc.

■ ラボデータ取得から工業化まで
豊富な実績

■ 化合物の開発ステージに応じ
適切な設備を選択可能

■ 複数の粉砕機を取り揃え
幅広い粒度要求に対応

【建屋規模】 鉄筋３階建て 延べ床面積1,230㎥





in situ 有機合成・晶析モニタリングツール
メトラー・トレド
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メトラー・トレド株式会社　ラボインスツルメンツ事業部
オートケムチーム
TEL:03-5815-5515　FAX:03-5815-5525
お問い合せ先: www.mt.com/contacts

in situ 晶析モニタリングツール
■ サンプリング不要、粒子モニタリング
■ 過飽和、準安定領域の制御
■ in situ マイクロスコープ
■ 結晶転移やオイルアウトの可視化
■ ろ過性および純度の改善
■ データに基づいた晶析最適化

詳細はこちら▶www.mt.com/JP-accp

in situ ReactIR
■ サンプリング不要、リアルタイム反応追跡
■ 長時間反応でも安定したモニタリング
■ 不安定中間体をモニタリング
■ 最適な終点の決定
■ キネティクス解析
■ 反応条件の最適化

詳細はこちら▶www.mt.com/ReactIR


